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水銀は感作能を有し、全身性接触皮膚炎と称される特有の皮疹を生じることが知られて

いる。申請者らは、水銀の感作率および感作の原因を検討する目的で、29 年間の 1683 名

のパッチテスト結果を検討した。 

陽性反応は 130 名に認められ、陽性率は 7.7%であった。陽性者の平均年齢は 37.8 歳で、

そのうち 30 歳未満が 41%、40 歳未満が 61％で、水銀感作は低年齢で成立していると考え

られた。低年齢で接触しうる水銀含有物としてマーキュロクロムや朱肉が考えられ、感作

はこれらによって経皮的に成立した可能性が高いと思われる。現在、アマルガムの廃絶宣

言が表明され、水銀による地球規模での環境汚染を防止するために水俣条約が採択されたことに

より、水銀の感作率自体は低下傾向にはある。他方、本邦ではスタンダードシリーズに含ま

れている他のアレルゲンの陽性率と比較すると、水銀の陽性率は決して低いとは言えず、

引き続き重要なアレルゲンとして扱う必要があると考えられた。本研究は長期間にわたっ

て十分なサンプルサイズで行われたものであり、水銀感作に関する新知見を与えるものと

考えられる。 

 以上、本論文は本学大学院学位論文（博士）審査基準を満たしており、学位論文に値す

ると判断した。 
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